
 

 
 

 

  

 

令和元年度、地域に親しまれていたぶどう園の経営者が、廃

業の意向を示しました。農業改良普及課は、県立農業大学校を

卒業後、大府市のぶどう生産法人の従業員として働いていた青

年（23 歳）と第三者継承のマッチングを行いました。その結果、

本年ほ場と直売所を併せて継承し、独立就農を果たしました。８

月にオープンした直売所は大盛況で、９月中旬をもって本年の

営業を無事終了しました。 

この若手農家は令和２年６月に大口町より認定新規就農者の認定を受け、約 40aのほ場で‘巨

峰’を主体に、‘シャインマスカット’や‘藤稔’など豊富な品種を栽培しています。新梢管理

や結実管理、病害虫防除など、生育初期から適期に管理が行われ、目標以上の収量を上げること

ができました。直売では継承初年度であることに加え、新型コロナウイルスによる客数減少が懸

念されましたが、感染対策をしっかり行い、高品質の果実を販売できたことにより、午前中には

ほとんど完売になるほどの人気でした。 

管内では後継者不在のほ場が多く、遊休農地や宅地に変わるケースが増加しています。農業改

良普及課では、今後も、第三者継承のためのマッチング支援や就農後の技術支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

阿久比町草木においてドローンによるレンゲ種子の播種が実

施されました。(有)千姓が東海スカイテック（株）に実演を依頼

し実現しました。播種時間は 10ａあたり２～３分で、準備等を

含めると従来の背負式動力散布機による播種時間とほぼ同等で

したが、(有)千姓は精度の向上と労力削減のためドローンの利

用を検討しています。 

 通常レンゲ種子の播種は、水稲の収穫後、耕起したほ場に背負式の動力散布機で行います。

(有)千姓では、約 17ha にレンゲ種子を播種しますが、播種ムラが多く水稲の生育にもムラがで

ていたため、均一に播種することが課題になっていました。そのため、播種精度の向上と労力削

減の目的でドローンによる播種を検討することとなりました。実演は約 90ａで実施し、準備や

調整を含めると約１時間かかり、散布機と同等でしたが、施肥や農薬散布にも利用できるため、

（有）千姓では導入を検討していくとのことです。なお、今回のレンゲ種子の播種は、阿久比米

れんげちゃん研究会の会員にも呼び掛け、３名の会員が見学しました。 

知 多 ドローンによるレンゲ種子の試験的は種を実施 

と き 

ところ 阿久比町草木の水田（阿久比町草木） 

令和２年 10月１日（木） 

尾 張 
大口町でぶどう園を第三者継承し、新規就農！ 
～初年度から大盛況！！～ 

と き 

丹羽郡大口町 

令和２年９月 

ところ 

直売所で夫婦仲良く一枚 

 

ドローンによるレンゲ播種の様子 

 



 

 

 

 

 

  

９月下旬に竣工した岡崎竜泉寺地区いちご生産団地には、

全７棟のハウスに「あぐりログ」が導入されています。今回、

利用者４名に対し、ＪＡあいち経済連、ＪＡあいち三河とと

もに使用説明会を実施し、各センサー設置位置を統一しまし

た。また、農業改良普及課が LINE グループ「竜泉寺団地Ｉ

ＣＴ」をつくり、農家と関係者間でリアルタイムに情報交換

しています。 

「あぐりログ」で、温湿度、炭酸ガス濃度、地温、廃液量、

廃液ＥＣ、日射量を計測し、そのデータをスマホやＰＣ等で

モニタリングし、利用者等でデータを共有しています。団地

には、ベテラン農家（岡崎市いちご部会員２戸、幸田町いちご組合員１戸）といちご塾卒業生１

戸が入っており、全員が環境制御に対する高い意識を持っています。 

当該産地にはＩＣＴ研究会のような取組はなく、農業改良普及課は今後の研究会活動につな

がる良い機会と捉え、ＳＮＳを活用して積極的な情報交換ができる仕組みをつくりました。 

実際、新しいハウスでの管理はベテラン農家も手探りであり、各種機器の設定を環境データ数

値と照らし合わせて活発に意見交換しています。さらに、研究活動による技術向上だけでなく、

新規栽培者への“スマートな技術継承”の役割も大いに期待できるため、今後も積極的に推進し

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

酪農経営体が、８月上旬に高岡地区の水田作経営体によ

り収穫・調製された稲発酵粗飼料（以下稲ＷＣＳ）の利用

を開始しました。今年度の稲ＷＣＳの品質は良好で、「牛

が飼料をしっかりと食べている。」と、酪農経営体からの

評判も良好でした。 

豊田加茂管内では、平成２４年度から地域産飼料の代表

品目として稲ＷＣＳの生産・利用を推進しています。今年

度は、高岡地区と猿投地区の水田作２経営体が水田 12.7ha

で稲ＷＣＳを 266.7t 生産し、管内外の酪農５経営体、肉

牛４経営体で利用されています。農業改良普及課から水田

作経営体に適切な栽培管理を指導した結果、それぞれの地区における昨年と今年の単収を比較

すると、高岡地区は 1.7t/10aから 2.2t/10a（1.3倍）、猿投地区は 1.6t/10aから 1.9t/10a（1.2

西三河 新しいイチゴ生産団地でＩＣＴとＳＮＳの活用を推進中 

と き 

ところ 岡崎竜泉寺地区いちご生産団地（岡崎市竜泉寺町） 

令和２年 10月 16日（金） 

豊田加茂 耕畜連携事業 稲ＷＣＳ利用開始 飼料品質は良好！ 

と き 

ところ 豊田市上郷地区 

令和２年９月８日（火） 

乳牛への給餌の様子 

 

センサーの設置位置を皆で目揃い 

 



倍）に向上しました。 

高岡地区の水田作経営体が８月上旬に収穫・調整した稲ＷＣＳについて、９月８日（火）に酪

農経営体で利用が開始されました。稲ＷＣＳのロールを開封すると乳酸発酵の良い香りがし、発

酵状態は良好でした。また、この稲ＷＣＳは乾草と混合給餌していますが、子実部と茎葉部を選

り食いすることもなく、しっかりと食い込んでいると好評でした。農業改良普及課では、今後も

生産農家と利用農家に働きかけ、良質な地域産粗飼料の生産・利用を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

新城設楽花き振興連絡協議会主催の花き品評会が、ＪＡ愛知東グリーンセンターしんしろにて

開催されました。品評会は、鉢物とシキミの２部門で開催され、鉢物 30点、シキミ 13点の総点

数 43点が出品されました。審査は、一般来場者（約 150名）による投票方式とし、各部門で得

票数の多い順により、金賞、銀賞および銅賞を決定しました。 

当品評会は、新城設楽地域の花き栽培技術と品質の向上、ならびに

管内花き営農の安定的発展を期することを目的として、毎年開催され

ています。当日は、気に入った出品物に思い思いに投票する来場者で

会場は賑わいを見せました。品評会に参加した家族連れからは、「綺

麗な花がたくさん並ぶので、毎年楽しみにしている。」といった声が

聞かれました。 

鉢物部門では、県育成品種である「かがり弁ギク」が出品され、見

事入賞を果たしました。来場者からは、「花びらが変わっていて面白

い。」「こんなキク初めて見た。とても綺麗。」「他のキクよりも豪華

に見える。」といった反応があり、非常に好評でした。 

 

 

 

 

 

 

 

田口高等学校林業科１年生が、緑の学園研修として、地域のシクラメン農家とトマト農家を訪

問し、各作目の経営概要や地域における栽培方式の特徴などの話を聴講しました。生徒からは栽

培管理のコツや新型コロナウィルスの影響といった様々な質問が出され、地域農業を理解する

うえで有意義な研修となりました。 

農業理解と就農意欲向上を目的として、先進農家の経営状況や地域農業の概要を学ぶ「緑の学

園研修」を実施しています。新城設楽地域では、３か所で研修を実施しており、今回は設楽町の

田口高校を対象に研修を開催しました。 

新城設楽 
新城設楽花き振興連絡協議会が花き品評会を開催 
～鉢物かがり弁ギクが見事入賞～ 

と き 

ところ ＪＡ愛知東 グリーンセンターしんしろ（新城市豊栄） 

令和２年９月５日（土） 

入賞したかがり弁ギク(白) 

 

新城設楽 
田口高等学校の生徒たちが農家から経営を学ぶ 
～緑の学園研修を開催～ 

と き 

ところ シクラメン生産者及びトマト生産者ハウス（北設楽郡設楽町） 

令和２年９月２９日（火） 



今回の研修では、設楽町名倉地区の生産者ほ場を訪問し、地

域の主要作目であるシクラメンと夏秋トマトの経営概要を学

びました。生産者からは、就農に至る経緯のほか、シクラメン

では花き市場の動向や新型コロナウィルス発生後の販売状

況、トマトでは地域の中心的な栽培方式であるロックウール

栽培についての紹介などが行われました。 

田口高校の生徒は、生産者の話を熱心に聴講するとともに、

栽培管理のコツや新型コロナウィルスの影響など様々な質問

が出され、地域の農業理解の促進に役立つ研修となりました。

農業改良普及課では、今後も緑の学園研修等を通じて高校生の

農業理解を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

ハウスミカンはここ数年、夏季の高温により着色不良や

浮皮の多発等品質低下が問題となっています。そこで今年

度、ヒートポンプによる夜間冷房の実証試験を行いました。

その結果、着色歩合の向上や浮皮発生率の減少等品質向上

効果が認められました。実証農家は効果を実感しており、

次年度も夜間冷房に取り組む意向を示しています。 

試験は、蒲郡柑橘組合、ＪＡ蒲郡市、農業総合試験場の

協力のもと行われました。夏季高温の影響が出やすい７月

中下旬出荷予定のハウスを選び、６月上旬から７月中旬ま

での約 40日間、ヒートポンプの冷房機能を使って夜間 20℃

で管理しました。対照として作型と面積が同程度で夜間冷房を行わないハウスを選び、比較調査

しました。 

その結果、夜間冷房を行ったハウスでは果皮色及び着色歩合が向上し、浮皮発生率が 11％減

少しました。この成果は、10 月のハウスミカン全体会で生産者へ報告しました。農業改良普及

課は今後も夜間冷房技術の確立を目指し支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ愛知みなみいちじく部会では、１年以内に栽培を開始した部会員が 11 名と多く所属して

います。農業改良普及課の呼びかけのもと、新規部会員向けのほ場巡回・栽培講習会が開催され、

田 原 イチジク新規部会員による情報交換会が開催される 

と き 

ところ 田原市内イチジクほ場 ４カ所（田原市古田町、田原市向山町） 

令和２年９月 16 日（水） 

東三河 夜間冷房で「ハウスミカン」の品質が向上 

と き 

ところ 蒲郡市民会館（蒲郡市栄町） 

令和２年 10月 14日（水） 

夜間冷房ハウスでの果実着色の調査 

緑の学園研修の様子 
（シクラメン生産者ハウス） 



15 名が出席しました。現地ほ場４カ所を巡回しながら情報交換が行われました。生育ステージ

の異なる園地を巡回したため、各々のステージでの適切な管理方法を学ぶことができたと好評

でした。 

ＪＡ愛知みなみいちじく部会（25名）では、５月から毎月１回程度、栽培講習会が開催されて

いましたが、成木園での講習会が主でした。施設花き等からの品目転換により新規部会員が増加

していることから、新規栽培者向けに、若木園での講習会をしてほしいとの要望があがっていま

した。そこで、農業改良普及課が呼びかけを行い、新規部会員のほかＪＡの担当者など計 15 名

が参集しました。 

巡回ほ場は、新規部会員の新植ほ場３カ所、先輩部会員

の新植ほ場１カ所の計４カ所を選びました。植栽時期別の

新梢の伸び状況を確認するとともに、芽かきで残す芽の判

断について、積極的な情報交換が行われました。また、先輩

部会員のほ場では、理想的な樹の状態が確認でき、それに

近づけるためのかん水方法、施肥方法について会員らは熱

心に聞き取っていました。 

今後、農業改良普及課では、加温前の栽培管理（温度、

かん水、病害虫防除等）について、新規部会員各々の実態

に合わせた指導を行っていきます。 
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先輩部会員の指導を受ける新規部会員 

 


